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【研究の背景・目的】 

カーボンナノチューブ(CNT)は、新素材としてこ

れまでに多くの注目を集め、物性の解明について飛

躍的な進展が図られ、実用材料への今後の展開が強

く期待されている。高分子基複合材料については

CNT 分散法や界面特性改善法などの技術開発が進

み、一部は実用化されるに至っているものもある。

これに対して，高分子より厳しい環境で利用可能な

セラミックス基複合材料には、これまで十分な実用

化には至っていないのが実情である。この隘路は、

CNT がセラミックスマトリックス中で凝集・クラ

スター化するため分散効果を発現できなく、複合材

料の機械的特性がむしろ大きく低下することにあ

る。 
本研究では，セラミックスのうち安価な実用素材

であるアルミナを主たるマトリックスの対象とし，

前駆体法を利用した CNT セラミックス基複合材料

の作製に関する検討を行うことにより，実用化を目

指した複合材料の高機能化を実現するための研究

を推進する。 
 

【研究の方法】 

本研究においては，CNT として比較的安価な多

層カーボンナノチューブ(MWNT)を利用する。マト

リックス中での分散性ならびに界面特性を向上さ

せるために，CNT 剛性（特に肉厚）の影響ならび

に混酸を用いた CNT の表面処理の影響に関する検

討を行う．分散性の検討においては強度などの機

械的特性に加えて，電気伝導度などの電気的特性

の測定結果も踏まえる．また，従来の検討で多用

されてきたアルミナ粉と CNT の機械的混合ではな

く，水酸化アルミニウムを利用した前躯体法によ

る混合，さらに複合体の形成を図る。以上の検討

により CNT/セラミックス複合材料を作製し，その

強度・破壊特性，トライボロジー特性，生体適合

性，圧電効果特性ならびに電磁波吸収特性を評

価・向上させるための研究を行い，試作する CNT/
セラミックス複合材料の高機能化に関する研究を

推進する。 
 

【期待される成果と意義】 

CNT のマトリックス中での分散特性は，これま

での予備的実験により肉厚が大きいすなわち剛性

の大きい MWNT を使うことで顕著に改善され，実

用材料として可能性を有する曲げ強度が 400MPa
以上の CNT/アルミナ複合材料の合成に成功して

いる。肉厚 MWNT は一本ずつと、10mm 以下の小

さい凝集体として分散している。また，0.3mass%
の肉厚 MWNT を添加した複合材料は良好な導電

体となっていることが示されている。 
この成果をさらに実用材料創成へと発展させるた

めに、現在の加圧焼結法による合成に加えて、ニ

アネットシェイプで製品とすることのできる無加

圧焼結法の確立を図ることを予定している．本法

が開発でき，十分な強度特性等を発現することが

できれば，試作する CNT セラミック基複合材料を

実用化できる可能性が格段に高まることとなる．

当該複合材料については、軸受、メカニカルシー

ル、人工股関節ライナー、電磁波吸収材料、アン

テナ、導電性半導体部品、高熱伝道性放熱板など

の幅広い応用が期待される。 
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